
学習日：　　月　　　日

2023 年度　都立西高校【数学】大問４
　ｎを１より大きい整数とし、１からｎまでの整数を１つずつ書いたｎ枚のカードがある。これ
らｎ枚のカードをよく混ぜて、左から順に横一列に並べてできるｎ桁の数をＡとする。このＡに
ついて、以下の【操作】を行う。次の図１から図３は、ｎ＝４でＡが 3421 の場合について、そ
れぞれの【操作】１から３を表している。 

　今、Ａに【操作】を繰り返し行い、一番左に書かれた数が１になったところで、【操作】を終
了する。また【操作】が終わるまでの回数をＮ（Ａ）とする。ただし、Ａの一番左の数が１であ
るときは【操作】を行わず、Ｎ（Ａ）＝０とする。
　例えば、ｎ＝４として、Ａが 3421 の場合、【操作】を繰り返し行うと
3421→2431→4231→1324 となり、Ｎ（3421）＝３である。
　次の各問に答えよ。

〔問１〕
Ｎ（31452）の値を求めよ。
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〔問２〕
ｎ＝４とする。ａ、ｂ、ｃ、ｄは互いに異なる整数で１、２、３、４のいずれかとする。
以下の等式①、②、③が同時に成り立つとき、ａ、ｂ、ｃ、ｄの値を求めよ。
ただし、答えだけでなく、答えを求める過程が分かるように、途中の式や考え方なども書け。

①Ｎ（ａｂｃｄ）＋Ｎ（ｂｃｄａ）＝Ｎ（ａｂｃｄ）
② Ｎ（ａｂｃｄ）×Ｎ（ｃａｄｂ）＝Ｎ（ａｂｃｄ）
③ Ｎ（ａｂｃｄ）＝４

〔問３〕
ｎ＝５でＮ（Ａ）≧１とする。
Ａに行った【操作】が終了したときの数を調べたところ、12345 や 14235 などは存在した。しか
しどんなＡで【操作】を行っても、【操作】が終了したときの数で、例えば、13254 は存在しな
かった。全てのＡについて【操作】が終了したときに存在しなかった数を調べたところ、13254
も含めて全部で９個の数があることが分かった。
これら９個の数の中で３番目に大きい数を求めよ。
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